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◆使用料新旧対照表
基本料金 超過料金（１㎥につき）

水量区分 旧 新 水量区分 旧 新

一般汚水 10㎥ 735円 800円

10㎥を超え20㎥まで 105円 135円
20㎥を超え30㎥まで 115円 142円
30㎥を超え50㎥まで 126円 149円
50㎥を超え100㎥まで 136円 154円
100㎥を超えるもの 147円 159円

湯屋汚水 １㎥当たり 26円 30円

（消費税含む）

◆料金早見表［一般汚水分］ （消費税含む）

使用
水量

下水道
使用料

（㎥）0-10 800円
11 935円
12 1,070円
13 1,205円
14 1,340円
15 1,475円
16 1,610円
17 1,745円
18 1,880円
19 2,015円

使用
水量

下水道
使用料

20 2,150円
21 2,292円
22 2,434円
23 2,576円
24 2,718円
25 2,860円
26 3,002円
27 3,144円
28 3,286円
29 3,428円

使用
水量

下水道
使用料

30 3,570円
31 3,719円
32 3,868円
33 4,017円
34 4,166円
35 4,315円
36 4,464円
37 4,613円
38 4,762円
39 4,911円

使用
水量

下水道
使用料

40 5,060円
41 5,209円
42 5,358円
43 5,507円
44 5,656円
45 5,805円
46 5,954円
47 6,103円
48 6,252円
49 6,410円

使用
水量

下水道
使用料

50 6,550円
51 6,704円
52 6,858円
53 7,012円
54 7,166円
55 7,320円
56 7,474円
57 7,628円
58 7,782円
59 7,936円

使用
水量

下水道
使用料

60 8,090円
65 8,860円
70 9,630円
80 11,170円
90 12,710円

100 14,250円
150 22,200円
200 30,150円
250 38,100円
300 46,050円
350 54,000円
400 61,950円
500 77,850円

24年４月使用分（５月請求分）から
公共下水道の使用料を改定します

❖下水道使用料を平均 15.17㌫引き上げ
　内子町は、美しい自然を守り快適な生活環境
を整えるため平成５年から公共下水道整備事業
を進め、11 年から順に供用を開始しています。
22 年度末現在の水洗化率は 78.4㌫です。
　これまで下水道使用料は、水洗化の促進を図
るため据え置きとしてきましたが、下水道事業
の経営が厳しい状況にあることから今回初めて
の改定を行うこととしました。
　改定は 24 年４月使用分（５月請求分）からで、
平均で 15.17㌫の引き上げとなります。
❖使用水量 25㎥の場合
　（１カ月当たりの一般家庭の平均使用水量）

　これまでの使用料　2,360 円
　→改定後の使用料　2,860 円

　“500円の値上げ ”

❖改定の理由
　下水道事業は、使用料収入によって汚水処理に
必要な維持管理費や施設建設時の借入金返済費用
などを賄うことが経営の原則です（独立採算制）。
しかし 22 年度決算では、使用料収入は維持管理
費の 75㌫しかなく、残り 25㌫と借入金の返済費
用は賄えていない状況です。不足分は一般会計か
らの繰入金などで補てんしています。
　今回の改定は、一般会計からの繰入金を削減し、
下水道事業の財政の健全化を図ることを目的とす
るものです。
　今後も、一層の経費節減と経営の効率化、水洗
化や収納率の向上に取り組み、安定した事業運営
と快適な生活環境の提供に努めていきますので、
ご理解とご協力をお願いします。

【問い合わせ】建設デザイン課　下水道係　☎０８９３（４４）６１５８

・
植
栽
活
動

・
森
林
教
室

❖
参
加
費

　

一
人（
大
学
生
以
上
）　

５
０
０
円

※
昼
食
代
含
む
。
高
校
生
以
下
無
料

❖
参
加
申
込
締
め
切
り

　

11
月
９
日（
水
）

❖
主
催　

内
子
町
・
せ
ん
の
森
プ
ロ

　

ジ
ェ
ク
ト
運
営
委
員
会

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
役
場
小
田
支
所

☎
０
８
９
２
（
５
２
）
３
１
１
１

　

と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
を
よ
く
示
し

　

て
い
ま
す
。
英
米
文
学
で
の
鉄
道

　

の
描
か
れ
方
を
中
心
に
、
鉄
道
と

　

文
化
の
関
係
を
お
話
し
し
ま
す
。

❖
対
象　

高
校
生
以
上

❖
参
加
費　

一
人　

５
０
０
円

❖
主
催　

内
子
町
教
育
委
員
会
、
愛

　

媛
大
学
法
文
学
部
人
文
学
科　

他

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
教
育
委
員
会

自
治
・
学
習
課（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
４

　

小
田
深
山
・
ふ
れ
あ
い
の
森（
国
有

地
内
）を
舞
台
に
、
源
流
自
然
の
再

生
に
向
け
た
植
栽
活
動
を
行
い
ま
す
。

❖
日
時　

11
月
13
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～　

受
付

❖
集
合
場
所　

　

せ
ん
の
森
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

　
（
旧
小
田
深
山
小
学
校
）

❖
内
容　

・
講
演　
「
小
田
深
山
の
自
然
」

　

講
師　

松
井
宏
光
松
山
東
雲
短
期

　
　
　
　

大
学
教
授

❖
日
時　

11
月
17
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
７
時
～

❖
場
所　

内
子
自
治
セ
ン
タ
ー

❖
テ
ー
マ

　
「
英
米
の
文
学
・
文
化
と
鉄
道
」

❖
講
師　

　

寺
尾
勝か

つ

行ゆ
き

愛
媛
大
学
准
教
授

❖
内
容　

鉄
道
が
人
気
を
呼
ん
で
い

　

ま
す
。
途
中
下
車
の
旅
を
楽
し
ん

　

だ
り
、
廃
線
を
探
訪
し
た
り
と
、

　

多
様
な
フ
ァ
ン
が
存
在
す
る
こ
と

　

は
、
鉄
道
が
単
な
る
移
動
手
段
に

「
秋
の
せ
ん
の
森
の
日

―
山
へ
贈
る
、
私
の
心

―
」

「
気
軽
に
文
化
講
座
in
内
子
」の
お
誘
い

　

今
後
、
同
図
案
を
も
と
に
ス
テ
ッ

カ
ー
を
作
成
し
、
12
月
ご
ろ
町
内
の

全
世
帯
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。
お

手
元
に
届
い
た
ら
玄
関
な
ど
に
掲
示

し
て
く
だ
さ
い
。

　

各
家
庭
に
ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
示
す

る
こ
と
で
、
町
民
挙
げ
て
の
身
元
調

査
お
断
り
運
動
の
展
開
に
つ
な
げ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
を
、
お
願
い
し
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
人
権
教
育
協
議
会　

事
務
局

（
内
子
分
庁　

自
治
・
学
習
課
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
４

　

内
子
町
人
権
教
育
協
議
会
で
は
、

「
差
別
の
な
い
、
明
る
く
心
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
」活
動
の
一
環
と
し
て
、

身
元
調
査
を
通
し
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
侵
害
や
差
別
行
為
の
防
止
を
呼
び

か
け
る「
身
元
調
査
お
断
り
ス
テ
ッ

カ
ー
」の
作
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
図
案
を
７
～
９
月
に
か
け
て

募
集
し
た
と
こ
ろ
、
１
７
６
点
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お

り
採
用
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

❖
応
募
総
数　

１
７
６
点

❖
審
査
日　

10
月
３
日（
月
）

❖
採
用
作
品
の
応
募
者

　

矢
野
詩し

ほ歩
さ
ん（
五
十
崎
中
２
年
）

身
元
調
査
お
断
り
ス
テ
ッ
カ
ー

採
用
作
品
を
決
定
し
ま
し
た

矢野さんの作品
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講
師　

山
名
富
士
さ
ん

　
（
愛
媛
県
県
民
環
境
部
環
境
局
環

　

  

境
政
策
課
温
暖
化
企
画
係
長
）

❖
参
加
費　

無
料

❖
主
催　

環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ン
・
ラ
ブ
、

　

ク
リ
ー
ン
小
田
の
会
、
す
み
れ
会
、

　

内
子
町

【
問
い
合
わ
せ
】

環
境
政
策
室

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
９

❖
場
所　

五
十
崎
自
治
セ
ン
タ
ー 

《
小
田
地
区
》

❖
展
示
期
間　

11
月
25
日（
金
）～　

　

12
月
４
日（
日
）

❖
場
所　

小
田
自
治
セ
ン
タ
ー

※
展
示
時
間
は
、
い
ず
れ
の
会
場
も

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
２
１

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
、
私

た
ち
が
日
常
の
暮
ら
し
の
中
で
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
身
近
な
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
を
考
え
ま
す
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
多
数
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

❖
日
時　

11
月
19
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

❖
場
所　

内
子
自
治
セ
ン
タ
ー

❖
内
容

　
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
践（
仮
題
）」

　

地
区
ご
と
に
児
童
・
生
徒
の
全
応

募
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
感
性
豊
か

に
郷
土
を
描
い
た
子
ど
も
た
ち
の
作

品
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
内
子
地
区
》

❖
展
示
期
間　

11
月
26
日（
土
）～　

　

12
月
４
日（
日
）

❖
場
所　

内
子
自
治
セ
ン
タ
ー

《
五
十
崎
地
区
》

❖
展
示
期
間　

11
月
25
日（
金
）～　

　

12
月
４
日（
日
）

身
近
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
考
え
よ
う

「
第
８
回
内
子
発
環
境
会
議
」の
ご
案
内

「
内
子
町
を
描
こ
う
写
生
展
」の

応
募
作
品
を
展
示
し
ま
す

「南海地震」に備えて
内子町防災訓練を行います

11月15日（火）から町営バスのダイヤが変わります地域の相談パートナー
人権擁護委員さんを紹介します

　近い将来、発生が予測されている南海地震に
備え、各機関と連携し総合的・実践的な訓練を
行います。多数のご参加をお願いします。
❖日時
　11月26日（土）　午前10時～正午
　※雨天決行
❖実施会場
　①五十崎管内＝あけぼの橋下流の河川敷
　②その他＝各地域
❖参加機関（会場①）
　愛媛県、大洲消防署、大洲警察署、陸上自衛
　隊、国土交通省大洲河川国道事務所、内子町
　自主防災組織、消防団、要援護者施設　など
【問い合わせ】
総務課　消防防災係
☎０８９３（４４）６１５０

1土曜日も運行します（小田線のみ）
❖運行開始日　11月19日（土）
❖運行便
　・内子町役場発　午前７時30分／正午
　・小田支所発　午前８時20分／午後１時15分
2「加戸病院前」にバス停留所を新設します
❖名称　「加戸病院前」
❖場所　廿日市地区の県道内子河辺野村線沿　　
　　　　いに開院する加戸病院の敷地内

※「加戸病院前」には「小田線」「程内線」「満穂線」
　「御祓池田線」「宿間大久喜線」が停車します。
3その他の改正点
◇「満穂線」を「加戸病院前」まで延長します。運
　賃は、「内子駅」までと同額です。
◇次のバス停の名称を変更します。
　・「内山病院前」→「福祉館前」
　・「協栄工業前」→「古田下」
◇「小田線」「御祓池田線」「宿間大久喜線」の「龍
　王公園」バス停への乗り入れを縮小します。
◇詳しくは、別に配布する「内子町営バス時刻表」
　をご覧ください。路線ごとの時刻表（拡大版）を
　ご希望の場合は、お問い合わせください。
◇「上川線」「立石線」「臼杵線」「南山線」「大平線」
　「村前線」は変更ありません。
【問い合わせ】
　総務課　管財係　☎０８９３（４４）６１５０

　10月1日付けで法務大臣から次の２人が人
権擁護委員に嘱託されました。

　人権擁護委員は、法律に基づき委嘱された
地域の相談パートナーです。
　暮らしの中で悩みや心配事などがあると
きは、お近くの人権擁護委員にご相談くださ
い。相談は無料で、秘密は固く守られます。
【問い合わせ】
○松山地方法務局　大洲支局
☎０８９３（５０）５０５５
○住民課　人権対策係　
☎０８９３（４４）６１５２

◇　宇都宮　彰
あきら

さん　（内子14）

◇　伊　　誠
せい

一
いち

さん　（天地）

至松山

至大洲

五十崎
方面

国道 56 号

県道内子河辺野村線
ＪＲ内子駅

内子駅前交差点

内子本町

商店街

新・加戸病院

◦
返
還
月　

４
・
７
・
10
・
１
月

◦
１
回
当
た
り
の
返
還
額

　

㋑
１
万
６
２
０
０
円

　

㋺
３
万
５
０
０
０
円

　

㋩
３
万
５
０
０
０
円

❖
出
願
手
続
き

　

願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
保

　

護
者（
同
居
し
て
い
る
人
で
所
得

　

が
あ
る
人
）の
所
得
証
明
書
な
ど

　

を
添
え
て
、
在
学
中
の
学
校
へ
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
願
書
は
町
内
の
中
学
校
、
近
隣
の

　

高
校
、
内
子
町
教
育
委
員
会
に
あ

　

り
ま
す
。

※
申
し
込
み
の
際
は「
内
子
」「
高
畑
」

　

の
い
ず
れ
を
希
望
す
る
か
を
明
確

　

に
し
て
く
だ
さ
い
。

❖
出
願
締
め
切
り

　

在
学
す
る
学
校
の
定
め
る
日

❖
そ
の
他

　

奨
学
生
選
考
委
員
会
の
選
考
を
経

　

て
採
用
候
補
者
を
決
定
し
、
入
学

　

を
条
件
と
し
て
最
終
決
定
し
ま
す
。

※
最
終
決
定
者
は
、
誓
約
書（
町
内

　

在
住
者
２
人
の
保
証
人
）の
提
出

　

が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
２
１

　

内
子
町
は
、
高
校
・
大
学
へ
の
進

学
を
望
む
人
で
経
済
的
な
理
由
に
よ

り
就
学
が
困
難
な
人
に
対
し
、
奨
学

金
を
無
利
子
で
貸
与
し
ま
す
。
希
望

す
る
人
は
、
在
学
し
て
い
る
学
校
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

❖
募
集
人
員（
予
定
）

⑴
内
子
町
奨
学
生

　

㋑
高
等
学
校
奨
学
生　

６
人

　

㋺
大
学
奨
学
生　

10
人

⑵
高
畑
奨
学
生　

　

㋩
大
学
奨
学
生　

２
人

❖
貸
与
資
格

◦
日
本
国
民
で
あ
っ
て
、
保
護
者
が

　

内
子
町
に
居
住
し
、
来
春
、
高
校

　

や
大
学
へ
の
進
学
を
希
望
す
る
人

◦
学
業
・
人
物
と
も
に
優
れ
、
身
体

　

が
健
康
で
、
学
費
な
ど
の
支
払
い

　

が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
人

◦
類
似
の
奨
学
資
金
を
受
け
な
い
人

❖
貸
与
金
額（
予
定
）

　

㋑
月
額
１
万
８
０
０
０
円

　

㋺
月
額
３
万
５
０
０
０
円

　

㋩
月
額
３
万
５
０
０
０
円

❖
貸
与
期
間

　

24
年
４
月
か
ら
、
進
学
し
た
学
校

　

の
最
短
修
業
期
間

❖
返
還
方
法

　

卒
業
後
６
カ
月
を
経
過
し
た
日
か

　

ら
、
定
め
る
期
日
ま
で
に
返
還

24
年
度
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す


	vol164_022023
	vol164_024025.pdf

